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(57)【要約】
【課題】ストレーナを、簡単な操作によって逆洗浄する
ことができると共に、そのストレーナの着脱が容易で、
設計の自由度の高い流体用ストレーナの装着ユニットを
提供する。
【解決手段】流体用のストレーナ１０について、逆洗浄
ができるように、通常の流れとは反対の逆洗流に切換え
ることが可能に、ボール弁体２０と、ボール弁体収納部
３０と、ストレーナが装着されるスペースであるストレ
ーナ収納部５０と、ボール弁体収納部３０とストレーナ
の二次側１２とが側部で連通するように設けられた側部
連通部３５と、洗浄工程において開口される流体排出路
６０とを備え、ボール弁体２０には、第１側面部２４と
ストレーナ側の面部２３とを連通する第１の弁体流路２
１と、第１側面部２４とは反対側の第２側面部２５と隣
接する第３側面部２６とを連通する第２の弁体流路２２
と、逆洗時に流出口流路３３を塞ぐ第４側面部２７とを
備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配管内を通過する流体中の異物やゴミを濾過できるように装着される流体用のストレー
ナについて、逆洗浄ができるように、通常の流れとは反対の逆洗流に切換えることが可能
な逆洗浄機能を備える流体用ストレーナの装着ユニットであって、
　流通状態と逆洗流状態とを回動動作によって切換えるボール弁体と、
　前記ストレーナの一次側となる流入口流路と二次側となる流出口流路との間の流路に前
記ボール弁体が収納されるように設けられたボール弁体収納部と、
　該ボール弁体収納部の前記ボール弁体を操作する操作部が配される側とは反対側に設け
られた流路開口部を介して該ボール弁体収納部に連通されて設けられ、前記ストレーナが
装着されるスペースであって、該ストレーナの一次側及び二次側の両方に流路のスペース
が設けられるように形成されたストレーナ収納部と、
　前記ボール弁体収納部と前記ストレーナ収納部における前記ストレーナの二次側とが側
部で連通するように設けられた側部連通部と、
　前記ストレーナ収納部の前記ストレーナの一次側となるスペースに連通するように、該
ストレーナ収納部に連通して接続され、洗浄工程において開口されることで排出流体を放
出するように設けられた流体排出路とを備え、
　前記ボール弁体には、前記操作部が設けられる面部を除き、前記流路開口部を介してス
トレーナの一次側に連通するように面するストレーナ側の面部と、該ボール弁体の側周を
四つに割り当てた側面部とについて、
　前記側面部の一つである第１側面部と前記ストレーナ側の面部とを連通し、流通時には
前記流入口流路から前記ストレーナの一次側へ連通させると共に、逆洗時には前記流入口
流路や前記流出口流路と連通しない第１の弁体流路と、
　前記第１側面部に対する反対側の第２側面部と該第２側面部に隣接する第３側面部とを
連通し、流通時には前記側部連通部から前記流出口流路に連通させると共に、逆洗時には
前記流入口流路から前記側部連通部へ連通させる第２の弁体流路と、
　逆洗時に流出口流路を塞ぐと共に流通停止時に流入口流路を塞ぐ第４側面部とを備える
ことを特徴とする流体用ストレーナの装着ユニット。
【請求項２】
　前記ストレーナが、筒状に設けられ、該筒状の一方の端面から前記一次側である内部側
が前記流路開口部を介して前記ボール弁体収納部に連通するように形成され、
　前記ストレーナ収納部が、前記ストレーナの内部が一次側で該ストレーナの外部が二次
側の流路のスペースとなるように設けられ、
　前記流体排出路が、前記ストレーナの前記一方の端面とは反対の他方の端面から該スト
レーナの内部側に連通して接続され、洗浄工程において開口されることで排出流体を放出
するように設けられていることを特徴とする請求項１記載の流体用ストレーナの装着ユニ
ット。
【請求項３】
　前記操作部が前記ボール弁体収納部の上側に設けられ、前記ストレーナ収納部が前記ボ
ール弁体収納部の下側に設けられていることを特徴とする請求項１又は２記載の流体用ス
トレーナの装着ユニット。
【請求項４】
　前記流体が水道水であり、前記配管が水道管であることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の流体用ストレーナの装着ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、配管内を通過する流体中の異物やゴミを濾過できるように装着される流体用
のストレーナについて、逆洗浄ができるように、通常の流れとは反対の逆洗流に切換える
ことが可能な逆洗浄機能を備える流体用ストレーナの装着ユニットに関する。



(3) JP 2017-144411 A 2017.8.24

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　従来、逆洗浄機能を備える流体用ストレーナの装着ユニットとしては、以下のような構
成を備える弁部材内蔵型ストレーナ（特許文献１参照）が提案されている。
　「流入路にＴポ―ト三方弁を配置し、バイパス通路と接続する。バイパス通路の他端を
Ｔポ―ト三方弁を介して流出路と接続する。濾過部の内側をボ―ル弁体を介してブロー通
路と接続する。流入路とバイパス通路と出口室と濾過部とブロー通路が、それぞれ連通す
ることにより、濾過部が逆洗される。」
　これによれば、濾過部（ストレーナ）を配管から外さずに逆洗できるが、二つのＴポ―
ト三方弁ともう一つの弁体を必要とするため構成が複雑化し、その二つのＴポ―ト三方弁
ともう一つの弁体の操作についても、その操作の回動方向や手順が分かりにくく、複雑化
してしまう。
【０００３】
　これに対しては、以下のような構成を備えるボール弁（特許文献２参照）が提案されて
いる。
　「ボール弁室を備え入口及び出口通路によって定まる縦軸のある弁体を持つボール弁で
ある。ボール弁要素が前記弁室に入っている。ボール弁要素は流体通路の開閉を制御レバ
ーによって操作される。バスケット形ストレーナがボール弁要素の中の通路内に着脱自在
に取付けられている。ボール弁は入口ポートをボール弁室に接続する内部パイロット流体
洗浄通路とボール弁室と通じる排出弁付きパイロット流体洗浄ポートを備えている。流量
制御プラグ弁が内部パイロット流体洗浄通路内に可動に取付けられてそこを通る流体の流
れを選択的に通したり止めたりする。ボール弁要素を閉位置へ回転すると、流量制御プラ
グ弁が開位置へ動かされて上流の流体が入口ポートと内部パイロット流体洗浄通路ボール
弁室に入りバスケットストレーナを通ってパイロット流体洗浄排出ポートから流出し、バ
スケット形ストレーナによって捕らえられたごみを逆洗浄する。」
【０００４】
　これによれば、ストレーナを配管から外さずに逆洗浄することができ、連通状態と逆洗
状態を切換えることについて、その手順は分かり易くなるが、次の問題点がある。先ず、
ボール弁要素の操作、流量制御プラグ弁の操作、及び排出パイロットボール弁要素の各操
作が必要であり、その操作を依然として十分に簡素化できていない。また、バスケット形
ストレーナがボール弁要素に内蔵される構造となっており、その装着構造が特殊化し易い
ため、コスト高になり易く、その着脱作業が難しくなり易い。さらに、ボール弁要素の形
態によって、装着され得るバスケット形ストレーナの形態が制限されるため、設計の自由
度が制限される。また、このバスケット形ストレーナは、一般的な筒形ストレーナと比較
して、その形態に特殊性があり、性能を高めることが難しく、コスト高になり易い。
【０００５】
　また、以下のような構成を備えるストレーナ（特許文献３参照）が提案されている。
　「本体に入口と出口を形成して、内部にボール弁体を図示しない外部アクチュエータに
よって回転可能に配置する。ボール弁体の内部に円筒状のフィルタ部を収容する。ボール
弁体のフィルタ部とほぼ直交する位置に出口連通路と入口連通路をそれぞれ形成する。本
体の下端部にブロー通路を形成する。ボール弁体を図示しない外部アクチュエータで時計
方向へ回転させて、入口連通路が入口と連通し、フィルタ部の下端内周部がブロー通路と
連通することで、フィルタ部の内周面に溜まった異物を逆洗することができる。」
【０００６】
　これによれば、筒形ストレーナを、配管から外さずに、簡単な操作によって流通状態と
逆洗状態を切換え、逆洗浄することができるが、次の問題点がある。先ず、筒形ストレー
ナが、ボール弁体に内蔵される構造となっており、その装着構造が特殊化し易いため、コ
スト高になり易く、その着脱作業が難しくなり易い。また、筒形ストレーナが内蔵されて
いるボール弁体を組み込む本体自体の構造が、筒形ストレーナの交換のための着脱を容易
に行える構造とすることを含め、複雑になり易く、コスト高になり易い。さらに、ボール
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弁体の形態によって、装着され得る筒形ストレーナの形態が制限されるため、設計の自由
度が制限される。なお、特許文献３には、筒形ストレーナがボール弁体に内蔵されて本体
内に配置される具体的な組み立て構造は示されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平９－１６４３１１号公報（第１頁）
【特許文献２】特開平９－２１４６９号公報（第１頁）
【特許文献３】特開２０１３－２２４８０号公報（第１頁）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　流体用ストレーナの装着ユニットに関して解決しようとする課題は、従来のストレーナ
がボール弁体に内蔵されて装着される構成の場合、その装着構造が特殊化し易いため、コ
スト高になり易く、その着脱作業が難しくなり易いと共に、ボール弁体の形態によって、
装着され得る筒形ストレーナの形態が制限されるため、設計の自由度が制限され易くなる
という点にある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、ストレーナを、ボール弁体に内蔵させることなく、簡単な操
作によって流通状態と逆洗状態を切換え、逆洗浄することができると共に、そのストレー
ナの着脱が容易で、設計の自由度を高めることができる流体用ストレーナの装着ユニット
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は上記目的を達成するために次の構成を備える。
　本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの一形態によれば、配管内を通過する流
体中の異物やゴミを濾過できるように装着される流体用のストレーナについて、逆洗浄が
できるように、通常の流れとは反対の逆洗流に切換えることが可能な逆洗浄機能を備える
流体用ストレーナの装着ユニットであって、流通状態と逆洗流状態とを回動動作によって
切換えるボール弁体と、前記ストレーナの一次側となる流入口流路と二次側となる流出口
流路との間の流路に前記ボール弁体が収納されるように設けられたボール弁体収納部と、
該ボール弁体収納部の前記ボール弁体を操作する操作部が配される側とは反対側に設けら
れた流路開口部を介して該ボール弁体収納部に連通されて設けられ、前記ストレーナが装
着されるスペースであって、該ストレーナの一次側及び二次側の両方に流路のスペースが
設けられるように形成されたストレーナ収納部と、前記ボール弁体収納部と前記ストレー
ナ収納部における前記ストレーナの二次側とが側部で連通するように設けられた側部連通
部と、前記ストレーナ収納部の前記ストレーナの一次側となるスペースに連通するように
、該ストレーナ収納部に連通して接続され、洗浄工程において開口されることで排出流体
を放出するように設けられた流体排出路とを備え、前記ボール弁体には、前記操作部が設
けられる面部を除き、前記流路開口部を介してストレーナの一次側に連通するように面す
るストレーナ側の面部と、該ボール弁体の側周を四つに割り当てた側面部とについて、前
記側面部の一つである第１側面部と前記ストレーナ側の面部とを連通し、流通時には前記
流入口流路から前記ストレーナの一次側へ連通させると共に、逆洗時には前記流入口流路
や前記流出口流路と連通しない第１の弁体流路と、前記第１側面部に対する反対側の第２
側面部と該第２側面部に隣接する第３側面部とを連通し、流通時には前記側部連通部から
前記流出口流路に連通させると共に、逆洗時には前記流入口流路から前記側部連通部へ連
通させる第２の弁体流路と、逆洗時に流出口流路を塞ぐと共に流通停止時に流入口流路を
塞ぐ第４側面部とを備える。
【００１１】
　また、本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの一形態によれば、前記ストレー
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ナが、筒状に設けられ、該筒状の一方の端面から前記一次側である内部側が前記流路開口
部を介して前記ボール弁体収納部に連通するように形成され、前記ストレーナ収納部が、
前記ストレーナの内部が一次側で該ストレーナの外部が二次側の流路のスペースとなるよ
うに設けられ、前記流体排出路が、前記ストレーナの前記一方の端面とは反対の他方の端
面から該ストレーナの内部側に連通して接続され、洗浄工程において開口されることで排
出流体を放出するように設けられていることを特徴とすることができる。
【００１２】
　また、本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの一形態によれば、前記操作部が
前記ボール弁体収納部の上側に設けられ、前記ストレーナ収納部が前記ボール弁体収納部
の下側に設けられていることを特徴とすることができる。
【００１３】
　また、本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの一形態によれば、前記流体が水
道水であり、前記配管が水道管であることを特徴とすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットによれば、ストレーナを、ボール弁体に
内蔵させることなく、簡単な操作によって流通状態と逆洗状態を切換え、逆洗浄すること
ができると共に、そのストレーナの着脱が容易で、設計の自由度を高めることができると
いう特別有利な効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの形態例の外観形状を示す斜視図
である。
【図２】図１の形態例の流通状態を示す上面から見た断面図である。
【図３】図１の形態例の流通状態を示す左側面から見た断面図である。
【図４】図１の形態例の逆洗状態を示す上面から見た断面図である。
【図５】図１の形態例の逆洗状態を示す正面面から見た断面図である。
【図６】図１の形態例の逆洗状態を示す左側面から見た断面図である。
【図７】図１の形態例の流通停止状態を示す上面から見た断面図である。
【図８】図１の形態例の流通停止状態を示す正面面から見た断面図である。
【図９】図１の形態例の流通停止状態を示す左側面から見た断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットの形態例を、添付図面（図１～９
）と共に詳細に説明する。本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットは、配管内を通
過する流体中の異物やゴミを濾過できるように装着される流体用のストレーナ１０につい
て、逆洗浄ができるように、通常の流れとは反対の逆洗流に切換えることが可能な逆洗浄
機能を備えるものである。
【００１７】
　２０はボール弁体であり、流通状態と逆洗流状態とを回動動作によって切換えるように
設けられている。また、本形態例では、上部に設けられた操作部４０の操作ハンドル４１
を、図１に示す流通状態（正方向の例えば通水状態）を基準に、一方に９０度回動すると
逆洗流状態となり、他方に９０度回動すると流通停止状態（例えば止水状態）となるよう
に、設定されている。
【００１８】
　３０はボール弁体収納部であり、ストレーナ１０の一次側１１となる流入口流路３２と
二次側１２となる流出口流路３３との間の流路にボール弁体２０が収納されるように設け
られている。本形態例のボール弁体収納部３０は、本体３１と、流入口流路３２を構成す
るように本体３１に接続された流入側継手３２ａと、流出口流路３３を構成するように本
体３１に接続された流出側継手３３ａと、本体３１の側周部の一面を塞ぐように接続され
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て配される蓋部３７とによって構成されている。そして、本形態例のボール弁体２０は、
流入側継手３２ａと、流出側継手３３ａと、蓋部３７とによって、シール部材４５を介し
て回動できるように支持されている。なお、３３ｂは流出側延長伸縮継手であり、流出側
継手３３ａに接続され、流出口流路３３が延長されている。
【００１９】
　５０はストレーナ収納部であり、ボール弁体収納部３０のボール弁体２０を操作する操
作部４０が配される側とは反対側に設けられた流路開口部３４を介してそのボール弁体収
納部３０に連通されて設けられ、ストレーナ１０が装着されるスペースであって、そのス
トレーナ１０の一次側１１及び二次側１２の両方に流路のスペースが設けられるように形
成されている。本形態例の流路開口部３４は、ストレーナ収納部５０の下部に設けられて
いる。
【００２０】
　３５は側部連通部であり、ボール弁体収納部３０とストレーナ収納部５０におけるスト
レーナ１０の二次側１２とが側部で連通するように設けられている。本形態例の側部連通
部３５は、本体３１の側周部を四分割したうちの一面となる部分であって、上述の流入側
継手３２ａと、流出側継手３３ａと、蓋部３７とが接続されて装着されている部分ではな
い面に相当する部分に形成されている。
【００２１】
　６０は流体排出路であり、ストレーナ収納部５０のストレーナ１０の一次側１１となる
スペースに連通するように、ストレーナ収納部５０に連通して接続され、洗浄工程におい
て開口されることで排出流体を放出するように設けられている。本形態例の流体排出路６
０は、ストレーナ収納部５０の下側である本体３１の下側に設けられた下部開口５１に、
接続されて構成される流路になっている。すなわち、本体３１の下部開口５１に排出口継
手６１が接続され、その排出口継手６１に流体排出用の管路６２が接続され、その管路６
２の中途部で本形態例では排出口６３の近傍に、管路６２の流路の開閉を行うドレンバル
ブ６５が接続されている。なお、６５ａはハンドル部であり、ドレンバルブ６５を開閉操
作するように設けられている。また、本形態例の排出口６３は、延長ホースの接続口にも
なっている。
【００２２】
　そして、ボール弁体２０には、操作部４０が設けられる面部を除き、流路開口部３４を
介してストレーナ１０の一次側１１に連通するように面するストレーナ側の面部２３と、
ボール弁体２０の側周を四つに割り当てた側面部２４、２５、２６、２７とについて、以
下の構成が形成されている。
【００２３】
　先ず、２１は第１の弁体流路であり、前記側面部の一つである第１側面部２４とストレ
ーナ側の面部２３とを連通し、流通時（図２、３参照）には流入口流路３２からストレー
ナ１０の一次側１１へ連通させると共に、逆洗時（図４～６参照）には流入口流路３２や
流出口流路３３と連通しないように設けられている。なお、流通時とは、例えば通水時の
ことである。
【００２４】
　また、２２は第２の弁体流路であり、第１側面部２４に対する反対側の第２側面部２５
とその第２側面部２５に隣接する第３側面部２６とを連通し、流通時（図２、３参照）に
は側部連通部３５から流出口流路３３に連通させると共に、逆洗時（図４～６参照）には
流入口流路３２から側部連通部３５へ連通させるように設けられている。
【００２５】
　さらに、２７は第４側面部であり、逆洗時（図４～６参照）に流出口流路３３を塞ぐと
共に流通停止時（図７～９参照）に流入口流路３２を塞ぐように設けられている。本形態
例の第４側面部２７は、ボール弁体２０の球面が残された部分によって構成されている。
なお、流通停止時とは、例えば止水時のことである。
【００２６】
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　以上の構成による流体用ストレーナの装着ユニットの操作方法は、先ず、図１～３に示
す流通状態から、操作ハンドル４１（図１参照）を反時計方向に９０度回動させると、図
４～６に示す逆洗流状態に切換えることができる。この状態で、ドレンバルブ６５を操作
して流体排出路６０を開口して逆洗による異物やゴミを含む排出流体を放出することで、
逆洗浄を実行することができる。これによれば、ストレーナ１０のスクリーンに目詰まり
した異物やゴミを逆洗流による圧力によって洗い流すことができ、その目詰まりを解消で
きる。
【００２７】
　なお、流通状態（例えば通水状態）で、ドレンバルブ６５を操作して流体排出路６０を
開口して排出流体を放出することで、流通流体の流れ（例えば通水流）による洗浄を行う
ことができる。この通水流による洗浄では、ストレーナ１０の一次側１１、及びその一次
側１１に連通している流体排出用の管路６２に堆積した異物やゴミを、排出流体と共に外
部へ吐き出すことができる。
【００２８】
　また、図１～３に示す流通状態から、操作ハンドル４１（図１参照）を時計方向に９０
度回動させると、図７～９に示す流通停止状態（例えば、水の流れが停止された状態であ
り、以下、「止水状態」という。）に切換えることができる。この止水状態では、第４側
面部２７が流入口流路３２を塞ぐ共に、第２の弁体流路２２が、流出口流路３３には開口
するが、蓋部３７によって塞がれるため、ストレーナ収納部５０への流れが遮断された状
態になる。このため、この止水状態においては、圧力が加わった水の流れが、ストレーナ
収納部５０には流入しない状況になっており、水洩れのない状態で、ストレーナ１０の着
脱を適切に行うことができる。すなわち、操作ハンドル４１の一つの回動操作よって止水
することでき、ストレーナ１０の着脱を容易に行うことができる。
【００２９】
　本発明に係る流体用ストレーナの装着ユニットによれば、分かり易い簡単な操作によっ
て流通状態と逆洗流状態を切換え、ストレーナ１０を逆洗浄することができる。また、ス
トレーナ１０をボール弁体２０に内蔵させないため、そのストレーナ１０の装着構造が特
殊化しない。このため、ストレーナ１０の着脱が容易な構造となり、また、製造し易い形
態になっている。さらに、ボール弁体２０の形態によっては、装着され得るストレーナ１
０の形態が、直接的に制限されることがないため、製造設計の自由度を高めることができ
る。例えば、本形態例のように、ボール弁体２０の直径よりも全長の長いストレーナ１０
を、適切に装着して使用することができる。
【００３０】
　また、本形態例では、ストレーナ１０が、筒状に設けられ、その筒状の一方の端面１３
から一次側１１である内部側が流路開口部３４を介してボール弁体収納部３０に連通する
ように形成されている。この筒状のストレーナ１０としては、水道管に一般的に装着され
る汎用性の高い製品を用いることができる。なお、筒状のストレーナ１０の形態例として
は、有孔板などによって形成される通気性の高い筒体を基材とし、その内周に異物やゴミ
を濾過できるスクリーン状の部材が張られ、さらにその内周に逆洗流に耐えるための補強
材として通気性の高い筒体が配され、三層筒状に設けられたものがある。
【００３１】
　そして、ストレーナ収納部５０が、ストレーナ１０の内部が一次側１１でそのストレー
ナ１０の外部が二次側１２の流路のスペースとなるように設けられ、流体排出路６０が、
ストレーナ１０の一方の端面１３とは反対の他方の端面１４からそのストレーナ１０の内
部側（一次側１１）に連通して接続され、洗浄工程において開口されることで排出流体を
放出するように設けられている。
【００３２】
　本形態例では、筒状のストレーナ１０が、一方の端面１３が上面となって他方の端面１
４が下面となるように、立設された状態に配され、ストレーナ１０の一次側１１に連通す
る流体排出用の管路６２が、その筒状のストレーナ１０の下側で接続される形態なってい
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る。このように、流体排出用の管路６２の流路のうち下部に当たる部位は、ストレーナ１
０の一次側１１に連通して下方に位置するため、異物やゴミの堆積空間とすることができ
る。このため、異物やゴミを貯める容量が大きくなり、通水流や逆洗流によって、堆積し
た異物やゴミを排出する洗浄工程については、その実施頻度を少なくすることができる。
【００３３】
　また、本形態例の流体用ストレーナの装着ユニットでは、操作部４０がボール弁体収納
部３０の上側に設けられ、ストレーナ収納部５０がボール弁体収納部３０の下側に設けら
れている。これによれば、水道管に接続されるものとして、適切に利用できる。すなわち
、以上に説明してきた流体が水道水であり、配管が水道管である場合に、本形態例の流体
用ストレーナの装着ユニットによれば、流量計の近傍などに適切且つコンパクトに設置で
きる利点がある。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　以上の形態例では、水道管の中途部に接続されて水道水について使用されるものについ
て説明したが、本発明はこれに限定されることはなく、他の液体、空気などの気体、圧縮
又は減圧された気体など、水道水以外の流体を扱う配管に接続して使用することもできる
。なお、水以外の流体に、本発明の構成を応用する場合は、特にストレーナに係るスクリ
ーンや濾材などの濾過性能や特性を対象となる流体に適合させるように設定し、それに見
合う構成のストレーナを用意すればよい。
【００３５】
　以上、本発明につき好適な形態例を挙げて種々説明してきたが、本発明は以上の形態例
に限定されるものではなく、発明の精神を逸脱しない範囲内で多くの改変を施し得るのは
勿論のことである。
【符号の説明】
【００３６】
１０　ストレーナ
１１　一次側
１２　二次側
１３　一方の端面
１４　他方の端面
２０　ボール弁体
２１　第１の弁体流路
２２　第２の弁体流路
２３　ストレーナ側の面部
２４　第１側面部
２５　第２側面部
２６　第３側面部
２７　第４側面部
３０　ボール弁体収納部
３１　本体
３２　流入口流路
３２ａ　流入側継手
３３　流出口流路
３３ａ　流出側継手
３３ｂ　流出側延長伸縮継手
３４　流路開口部
３５　側部連通部
３７　蓋部
４０　操作部
４１　操作ハンドル
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４５　シール部材
５０　ストレーナ収納部
５１　下部開口
６０　流体排出路
６１　排出口継手
６２　流体排出用の管路
６３　排出口
６５　ドレンバルブ
６５ａ　ハンドル部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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